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事業計画書様式 
 
１ 様式１ 

（施設概要、指定管理者概要） 
２ 様式２ 
（公園の管理運営にあたっての基本方針（ビジョン）、本年度の基本的な管理運営方針（ミッ

ション）、運営業務の実施計画・取組、管理運営体制、人員の配置と研修計画（人員体制表、

勤務体制表、人員体制の考え方・職能等、職員の人材確保及び人材育成・職員の研修方針及び

計画について）） 
３ 様式３ 
 （利用者サービスの向上・利用促進策、広報・プロモーションの取組、市民協働・市民主体の活

動の支援・地域人材育成、地域課題を踏まえた事業提案・地域活性化への貢献、災害時の緊急

対応、安全対策・防犯対策、苦情・要望への対応・不法行為対策について、本市の重要施策を

踏まえた取組・環境への配慮、個人情報保護・情報公開・人権尊重・障害者差別解消） 
４ 様式４ 
 （公園の維持管理の基本方針、公園施設・設備の維持管理、公園施設・設備の修繕計画、樹木・

植栽等の管理、巡視・清掃） 
５ 様式５ 
 （無料事業実施計画一覧（自主事業含む）、有料事業実施計画一覧（自主事業含む）） 
６ 様式６ 

（業務の第三者委託一覧） 
７ 様式７ 
 （収支予算書（指定管理事業のみ）） 
８ 様式８ 
（運営目標） 

 
（事業計画書様式１） 
１ 施設概要 

公園名 本牧山頂公園 
所在地   横浜市中区和田山 1-5 
公園面積、公園種別 227,031m2 総合公園 
主な施設 レストハウス、キャンプ場、バーベキュー場、ドッグラン、芝生広

場、自然体験ゾーン、遊具広場、トイレ、駐車場など 
特徴 ・東京湾に近い丘陵地に位置し、良好な眺望が特徴です。 

・1982 年にアメリカ軍から返還されるまで 40 年近く接収されていた

ため、バブル期の乱開発を逃れ、多くの樹林地が残されています。

都市部では貴重な、市民の自然との触れ合いの場となっています。 
・公園裾野は、本牧地域 35 町にまたがり、多くの住民の良好な住環
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２ 指定管理者概要 

（事業計画書様式２） 
１ 公園の管理運営にあたっての基本方針（ビジョン） 

今期の中期ビジョン「Discover 本牧山頂 Project Ⅱ」～繋がりの実現場所～は、「進歩と調

和」を基本方針とし、今までの取り組みである公園の魅力の「発見」「発信」「創造」を継続す

ると共に、「人との繋がり」をテーマとします。利用者が「緑や自然の癒し力」を実感できる

よう一人一人の心に届く管理・運営を実施し、自然や地域を愛する心を育むことで公園が発展

していくことを目的とします。 
２ 本年度の基本的な管理運営方針（ミッション） 

今期の管理運営方針である「安全・安心」と「価値のある景観」の提供を行います。 
「安全・安心」の提供については維持管理の基本となる日々の巡視と点検を基軸とし、利用者

からの情報も配慮し、作業計画の進捗状況を管理しながら緊急性に応じて柔軟に対応していき

ます。 
「価値ある景観」の提供と育成については、都心部に残された豊かな自然を活かし、ゾーン特

性に応じた管理を実施していきます。過去の実績や植物の生育状況を基にした管理目標と作業

計画を策定し、豊かな自然を創るための維持管理を強化していきます。 
３ 運営業務の実施計画・取組 

・地域の歴史や文化を継承するため、地域協働事業をさらに深耕させます。従前通り自然や歴

史に関心を持たれている方々と協働で取り組んできた事業は継続し、更に近隣の方々等との

コミュニケーションを密にし、様々なシーンを有する公園の特徴が活かせる事業展開を目指

します。 
・自然環境の学びについては、本牧地区センター、愛護会と協働で行うチョウ誘致活動の内容

を公園内の動植物生態系の観察や自然環境の多様さも伝える内容も進捗させ、座学により活

動の目的を共有し、観察会（モニタリング）も実施し、参加者に生物多様性の保全を体験し

ていただきます。 
・愛護会との活動では、未就学児を対象に自然の中の遊びを通じて、豊かな感性を育む自然環

境づくりを引き続き支援します。また、さつま芋収穫体験、青空絵本等を通じて、子どもた

ちの心身の育成に寄与します。さらに、豊かな自然を通じて近隣小学校と協働を図り、校外

境を維持する上で、重要な樹林地となっています。 
・本牧地域全体の活性化が望まれるなか、三溪園にならび、本牧のシ

ンボルとしての役割も期待され始めています。 
公園開園日 平成 10 年 3 月 31 日 

指定管理者名 横浜植木株式会社 
代表者名 代表取締役 伊藤 智司 
所在地 横浜市南区唐沢 15 番地 
指定管理期間 令和 5 年 4 月 1 日～令和 10 年 3 月 31 日 
現指定管理者管理運営開始日 平成 22 年 4 月 1 日 
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学習等を支援します。 
・来園者が安全で安心して快適に過ごすことができるよう、緑地や施設の維持管理を適切に実

施します。特に緑地の管理は、エリア別に適切な頻度で実施するほか、緩衝帯や隣接地につ

いても適切な時期に実施します。 

４ 管理運営体制、人員の配置と研修計画 
（１）管理運営体制 
令和 8 年度人員体制表 

（２）勤務体制 
令和 8 年度 勤務体制表 

職種 主な業務内容 月 火 水 木 金 土 日 

施設長 統括 
 

〇 〇 〇 〇 〇 
 

副施設長 所長補佐 〇  〇 〇 〇  〇 

職員① 作業進捗管理 〇 〇  〇 〇  〇 

職員② 植栽、施設維持管理 〇  〇  〇 〇  

職員③ 植栽、施設維持管理 〇  〇 
 

 〇 
 

職員④ 植栽、施設維持管理  〇  〇   〇 

職員⑤ 植栽、施設維持管理 〇  〇  〇   

職員⑥ 植栽、施設維持管理  〇  〇 〇 
  

職員⑦ 植栽、施設維持管理  〇 〇 〇    

職員⑧ カフェ運営 〇   〇  〇 〇 

職員⑨ カフェ運営   〇  〇   

職員⑩ カフェ運営  〇      

職員⑪ カフェ運営      〇  

職員⑫ カフェ運営       〇 

 
 
（３）人員体制の考え方・職能等 
●人員体制の考え方 
・平日は一日当たり最小 5 名～最大 7 名（内カフェ 1 名）で季節変動のある配置とします。

休日は来園者も多く、安全面も考慮し機械作業を原則行わないことから最小 4 名としま

す。採用数は変更する場合がありますが、毎日の人員数は計画を維持します。 
●必要な職能 
・施設長が緑地事務所の連絡窓口となり、各所と連携しながら責任ある対応を行います。

運営全体統括、勤怠管理、利用調整、報告書作成、自主事業企画・広報等を行います。 
・施設長の下に副施設長を配置します。施設長不在時の責任者として施設長と同様の業務

項目 備考 

施設長    1名 統括責任者 

副施設長   1名 所長補佐 

運営スタッフ  12 名 植栽・施設維持管理  自主事業補助  カフェ運営 
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を行う他、運営事務、地域渉外を担当します。 
・刈払機等の機械の使用にあたっては必ず安全教育を受講した者が行います。また、これ

までの経験を活かして、花壇、修繕、土木作業等については主となる担当を置きます。 
・本部社員のサポート体制により重大トラブル発生時、イベント時応援など、一部の業務

については利用者の安全・安心を担保するために、適切にバックアップしていきます。 
（４）職員の人材確保及び人材育成・職員の研修方針及び計画について 
公園利用者の満足度は、職員が提供するサービスによってもたらされ、その向上には人材の

育成が必要不可欠であると考えています。職員の質こそが公園の価値を創造し、「利用者満足

度の向上」や「継続的な利用」に繋がるものであり、「人材」は「人財」との視点に立ち、Ｏ

ＪＴや外部講習を含めた体系的な研修と自己啓発環境の整備を行います。 

・研修計画 
研修 効果の測定 

職員基本研修(法令・個人情報・人権) 利用者アンケートで満足度 85%以上を目指す 

個人情報保護・人権研修 適切な管理を行い、漏洩件数ゼロを目指す 

マネジメント系研修（年 2回） 運営管理能力などの総合的なスキルアップを図る 

安全衛生系研修（年 2回） 社内安全パトロール結果 A､事故件数ゼロを目指す 

植栽維持管理研修（年 3回） アンケート満足度 85%以上､行政の評価 A以上 

クレーム対応・リスクマネジメント研修 苦情発生内容と処理プロセスの実施状況確認 

安全研修(年 12回) 毎月全職員と安全がテーマの研修を開催 
 

 

 
（事業計画書様式３） 
１ 利用者サービスの向上・利用促進策 

●利用者要望の把握、反映方法 
・アンケート BOX をレストハウスに常時設置する他、イベント開催時には専用シートを使用

し満足度調査やイベントへの要望などを収集します。さらに巡視時に利用者との会話で得ら

れた情報や、電話による苦情、要望、HP からのお問い合わせなどには、即時対応します。 
・地域の本牧 4 南元気なまち運営委員会、新本牧地区元気づくり推進協議会などに参加し、地

域の方々の公園に対する生の声を伺うと共に、公園の立場をご説明するなど、コミュニケー

ション強化を図ります。 
・駐車場の減免のため事務所を訪れる障がい者手帳をお持ちの方には、お困りのことはないか

等のお声掛けを行います。 
・得られた情報を職員会議や施設長会議で共有化し分析検討し、市内指定管理者公園への横展

開もはかり、利便性や魅力の向上に繋げます。 
・アンケートの結果、20 代、30 代の利用が少ないことから、この年齢層の利用を促進するた

め、魅力的なイベント等の継続的な開催、さらに SNS による情報の発信に力を入れます。 
●利用者サービス向上・利用促進の取組 
・レストハウスで軽食販売を継続し、さらにレストハウスを活用したイベントを通して地域の

方たちのコミュニケーションの場、情報発信の場として継続的に運営します。 
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・公園近隣の福祉活動を行っている施設の支援事業として、その施設で製造しているパンや

クッキー等の販売をします。 
・自然環境の豊かさが公園の特徴の一つであり、自然を楽しむことを目的とする利用者も訪れ

ることから、適切な管理による樹木健康状態の維持、季節に応じた解説板の設置、開花情報

の掲示などを行う他、定期的に都会の中の自然を実感できる事業を実施し、より深く自然を

知る機会を提供します。 
・季節の花々として春の「ヨコハマヒザクラ」「ソメイヨシノ」初夏の「バラ」夏の「ユリ」

冬の「アイスチューリップ」等が利用者から好評です。更に来年開催される「2027 国際

園芸博覧会」への取組みとして、花壇の改修等も行い、季節ごとの花々で博覧会への機運を

醸成します。 
・ベビーカーや車いす利用の来園者からご要望にお応えするとともに、園路の舗装状況やス

ロープ、階段の有無などが色別でわかる掲示をします。 
２ 広報・プロモーションの取組 

・イベント情報等の発信は、園内・レストハウス内専用掲示板、HP のお知らせ、ＳＮＳ、広

報よこはま中区版等を活用します。また、これまで培った地域との良好な関係を活かし、町

内会や地域の飲食店での掲示も進め、さらに当公園の主な利用者と重複する地区センターや

コミュニテーハウス等にもイベント情報を掲示し、来園者の増加につなげます。 

・公園の開花情報、季節の見どころ等の発信には、レストハウス内での掲示、園内解説板の設

置、ＨＰの公園だよりを活用します。ＨＰがスマホ対応に改修されましたので、よりＳＮＳ

を活用していきます。レストハウス内に開設した資料室は、展示資料を定期的に入替え、独

自の情報発信等を積極的に行っていきます。 

・広域プロモーションについては、マスメディアに取り上げられることが、最も多く広く情報

を伝達できる手段と考えています。今後も開花時期等の情報提供を行います。 

 
 
３ 市民協働・市民主体の活動の支援・地域人材育成 

（１）市民協働 
①本牧山頂公園クリーンアップラリー 
（ア）協働団体 ボランティア大鳥、「大鳥」「間門」「本牧」の各小学校と PTA、公益信託

ヨコハマ中区まちづくり本牧基金 
（イ）本牧山頂公園をめざして町内や公園内のごみを拾いながら、ゲーム形式で行われる環 

境活動イベントです。山頂公園は広域避難所に指定されていることから、各学区から 
の避難訓練という目的もあり、公園の役割や避難上の注意点を子供たちに説明しま 
す。 

②本牧ライトアッププロジェクト 
（ア）ライトアッププロジェクトは、本牧の氏神様である本牧神社で執り行われる「お馬流 
   しに合わせて、本牧の街をライトアップしてお祭りを盛り上げるイベントです。 
（イ）協働団体は本牧 4 南元気なまち運営委員会、元気な本牧根岸まちづくりの会、新本牧 
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地区元気づくり推進協議会など  協力団体はケアプラザなど十数団体になり、本牧地 
域 35 町に隣接する本牧山頂公園ならではのイベントです。年代を越えた世代間交流 
の推進、地域の伝統文化の理解、地域活性など目的は多岐に及びます。 

（２）市民主体の活動支援、地域人材育成 
公園愛護会があそびの広場で実施している活動を継続して支援します。愛護会と協働で

実施する「山頂にチョウを呼ぼう」の取組では公園の生い立ちや自然の多様性等、参加

者の理解促進を支援します。また、座学で、身近な昆虫類の現状や生物多様性の重要性

等を学び、更に保全手法などに含めて理解することにより、活動にかかわる人材の育成

につなげます。 
4 地域課題を踏まえた事業提案・地域活性化への貢献 

【地域課題】 
公園を取り巻く地域性は、裾野毎にコミュミティが形成されており、お互いの交流の場が少

なく、地域の住民を繋いでいくことが課題です。コミュミティを超えて集まる魅力的なイベン

トや自然に接する学習等を通して、本牧山頂公園を交流の場として更に地域を盛り上げていく

ことが課題です。 
【事業提案・地域活性化への貢献】 

地域団体の会合には積極的に参加して、最新の地域事情やニーズを把握していきます。具体

的には本牧山頂公園クリーンアップラリーや本牧ライトアッププロジェクト、さらには近隣小

学校の校外学習等、様々な事業やイベントで協働し、参加者の層を増やし交流の場としていき

ます。コミュニティ間交流・世代間交流の取り組みの推進として、近隣公園や地区センターと

連携して「公園施設」や「都市部に残された豊かな自然」の資源を活用しながら、交流のチャ

ンネルを数多く持つ工夫をしていきます。 
5 災害時の緊急対応 

【業務時間外の体制】 
連絡体制・対応は、施設長及び本社担当社員が連絡可能な体制を維持し、業務時間外の連絡

の受付及び一次対応については、警備会社のコールセンターも活用して、必ず利用者や市と連

絡が取れる体制で対応します。 
【緊急時の体制】 
・緊急時は「取締役造園部部長」陣頭指揮のもと、緊急時執行体制を作り、必要に応じて社長

をトップとする緊急時対策本部を設置し、全社で対応します。 
・特別巡視による施設及び近隣の情報収集を実施後、報告・連絡は施設長が行い、所管部局及

び本社に報告し、誤認・混乱を防止します。 
・LINE・SMS などのネットツールを活用し、繋がりにくい携帯電話以外の連絡手段を複数確

保し、当団体本社等へ確実に報告・連絡します。 
【災害対応について】 
・本牧山頂公園は広域避難場所に指定されています。震度 5 強以上の地震発生時においては、

「災害時対応マニュアル」に基づき、利用者の避難、誘導、安全確保にあたります。 
・斜面地が多い当公園は特に豪雨・大型台風時の土砂流出に備えるため、側溝の状況、土留の
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劣化を巡視で確認し対処します。また、枯損木等については予防的伐採を進めます。 
・緊急連絡網に基づき確実に関係各所へ連絡・報告を行います。 

6 安全対策・防犯対策 
・危険予知活動（KY）の実施と作業手順の確認を毎朝礼時に行い、日常巡視点検結果及び連

絡事項は、情報共有シート（日報）に記載し、施設に関わる全員が共有します。 
・本社社員による安全パトロールを実施して、第三者の目で評価し、利用者の安全第一の運営

ができるように改善を含む指導・助言を引き続き行います。 
・防犯防止目的に見通しの良い環境づくりを行い、通学路にあたる植込み等は、特に低く刈り

込みます。 
・スズメバチの生息数が多いことから、春の女王バチが営巣場所を探す時期にトラップを設置

し、生息数の減少に努めるほか、園路付近で営巣が認められた場合は除去します。 
7 苦情・要望への対応・不法行為対策について 

・苦情・要望に対しては、真摯に耳を傾け、スピード感をもって対応します。内容は記録し、

職員間で情報共有するとともに、再発防止、運営改善に努めます。 
・不法行為を発見した場合は、管理事務所への連絡をお願いする旨の掲示を行い、常に人の目

があることをアピールして、再発防止対策を講じます。 
・犬のノーリード防止策として、園内放送、掲示、声掛けによる啓発を継続するとともに、必

要に応じて中区生活衛生課と連携し、夜間あるいは早朝パトロールを実施します。 
・飼主のいない猫を増やさないために、関係機関・ボランティア団体と連携し、エサやりマ

ナー向上と地域ネコ化に取り組みます。 
・火気の使用、器物破損などの違法行為については警察、消防と連携するとともに、掲示によ

る啓発に努めます。 
8 本市の重要施策を踏まえた取組・環境への配慮 

【ヨコハマ 3R 夢プラン】剪定枝等はリサイクル工場に持ち込みます。屋上花壇やユリの植栽

にあたっては、公園の落ち葉でつくった落ち葉たい肥を活用し、また、ドッグランには生

チップを定期的に敷設します。段ボール、瓶、缶、ペットボトルは分別し、資源化します。 
【よこはま b プラン】山頂にチョウを呼ぼうでは愛護会の方たちへ技術支援を行う他、参加者

に生物多様性の保全を体験していただきます。 
【Y-SDGs】SDGs の取り組みを推進します。 
【みどりアップ】チョウの生息環境創出のため、食草を植栽します。また、農の体験として芋

堀大会を実施します。 
【横浜市中小企業振興基本条例】市内業者への優先発注を心がけます。 
【省エネ・節電対策】使用していない場所の照明・空調・コンセントの停止、空調を推奨温度

に設定、電動機具のバッテリーの劣化対策等を実施します。 
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9 個人情報保護・情報公開・人権尊重・障害者差別解消 
【個人情報保護・情報公開】 

当団体は指定管理者の責務として、個人情報保護法、横浜市個人情報保護条例等を順守し、

当団体独自の「個人情報保護規定」「個人情報取り扱いマニュアル」を策定しました。職員には

個人情報保護研修を行い、個人情報保護の重要性を確認し、守秘義務に関する誓約書の提出を

義務付けています。当団体は「個人情報統括責任者」に社長を置き、公園における個人情報責

任者は施設長と定め管理体制を確立しています。 
情報の開示については、市の条例に定められている情報共有及び情報公開の原則に基づき、

利用者により分かりやすい情報を提供し、意見や要望を適切に受け止めていくことを基本とし

ます。ただし、個人情報に該当するようなセンシティブな内容（行政の運営に支障のある内

容、従業員名簿等）は市と協議の上、全部または一部を公開しない場合があります。個人情報

の開示請求があった際は、指定管理者の保有する保有個人データの開示等の請求に関する標準

規程に基づき、公開・非公開の旨を請求者本人に書面にて回答します。 
【人権尊重・障がい者差別解消】 
利用者との直接対応・電話対応において、不当な差別的取り扱いをしない、各種サービスの提

供に際しても、相手によって変化することの無いよう、職員への意識啓蒙に努め、特にハン

ディキャップのある方の平等利用確保に努めます。 
（事業計画書様式４） 
１ 公園の維持管理の基本方針 

本牧山頂公園は、22ha という広大な面積であり、特色が異なるゾーンや施設ごとの特徴を理解

し、個々に最適な点検・清掃・維持管理を行います。広大な敷地を管理するためにゾーンごと

に管理目標を定めた作業計画を策定し、天候等の影響で変更が必要な場合は、優先順位を決め

柔軟に対応します。また民地境界部が大きいため、地域住民とのコミュニケーションをとった

上で定期的な作業を実施します。安全・安心を最優先としつつ、利用者が快適に散策し、自然

に親しめるよう、開放感と清潔感のある公園を目指し、施設の維持管理を行います。施設の破

損や老朽化は、早期に応急措置・補修・交換とランク分けし、施設の長寿命化を行います。 
２ 公園施設・設備の維持管理 

●レストハウス・管理棟の維持管理方法 
・照明等、設備消耗品は毎日点検し、不良個所は即時交換します。 
・受電設備は電気主任技術者が巡回し、月次、年次の点検を記録します。 
・高圧受電施設には有資格者以外の立ち入りを厳格に禁止します。 
●施設や遊具の維持管理方法 
・施設点検マニュアルに基づき安全確認を行い、施設の利用状況を把握します。 
・点検チェックシートにより点検結果、補修履歴を管理します。 
・施設点検マニュアルに基づき、日常点検（359 日）、通常点検（年３回）、詳細点検（年１

回）、精密点検を確実に実施します。 
●トイレの維持管理方法 
・毎日の巡視時、清掃時に点検を行い、照明、排水、ドア等の不備があれば修繕します。 
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３ 公園施設・設備の修繕計画 
●修繕計画について（令和 7 年度修繕予定箇所） 
手摺金属部分長寿命化 不具合再塗装 20ｍ/年 
インターロッキング 段差補修 基準±2cm  
電灯の LED 化  随時 

４ 樹木・植栽等の管理 
●植栽管理の考え方 
・来園者が安全で安心して過ごせるよう、関与者とも調整を行いながら、見通し良く、明るい緑

化環境を維持し、自然樹形維持・景観保持・生物環境保全に努めます。 
・公園職員は植物の知識や造園技術の向上に努め、適切な維持管理手法を実施します。 
・各広場の草刈は、草の生育状況を見ながら景観維持を考慮して多頻度対応します。 
・園路インターロッキング部や外周などのコンクリート部の除草は、早期、多頻度に行い景観を

維持します。 
●現状をふまえた園地の維持管理方法について 
・法面、急傾斜地の草刈や、高木伐採、倒木処理は専門の業者も活用し適切に処理します。 
・住宅に囲まれているため、落ち葉の清掃、越境枝や枯枝の剪定等、常に近隣住民に配慮した維

持管理を心掛けます。 
・台風による被害を防ぐため、危険木を把握し、予防的に剪定、伐採を行います。 
・巡視時に発見した対応必要事案は、即日又はできるだけ速やかに対応します。 
・ヨコハマヒザクラ、シドモアザクラ、ベニシダレザクラ、ハナミズキなどの主要樹木には冬季

に施肥を行い、生育状況の促進と改善を図ります。 
５ 巡視・清掃 
●巡視 
誰もが安全安心・清潔快適に利用できるよう、常に利用者目線で毎日の点検を徹底します。 
・1 日 2 回、午前と午後に巡視基準に従って実施し、破損や異常がないかなどを情報共有シートの

点検表に記録し、職員間で情報共有します。 
・巡視の最重要事項は安全確保です。園路の破損や大きな段差、園路上方枯れ枝の発見など、ゾー

ンごとの点検ポイントを常に意識して日常巡視を行います。 
・園路上の大きな枯枝は発見次第除去し、事故防止対策を行います。 
・広域の公園を管理するためには、利用者からの情報提供は不可欠な要素であり、日頃から利用

者、近隣住民の方々には「笑顔であいさつ運動」を実施し、地域密着・親しみやすい公園づくり

に努めます。 
・台風の通過後や警報発令時は、公園内及び外周について特別巡視により、「落石」「倒木」「法面

亀裂・崩落」「土砂流出」「異常水流」「飛散物」を確認し、できるだけ速やかに危険回避を図り

ます。 
●清掃 
・巡視の際にはゴミ、犬の糞等の回収を行います。 
・衛生施設の清掃はチェックシートを設け、確実に点検清掃を実施します。野外にあることから蜘
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蛛の巣等にも注意をはらい、年末年始時も特別清掃を実施します。 
・レストハウスは、毎日テーブル、イス、ドア等を拭くことにより、清潔さを維持します。 
・レストハウスの床は年 1 回、高圧洗浄機による清掃を実施ます。 
・園路や広場の落葉、花がらは必要に応じてブロアかけするなどきめの細かい配慮をします。 
（事業計画書様式５） 

無料事業実施計画一覧（自主事業含む）  

事業名 内容（募集人数・一人当たりの参加費） 新

規 

実施時期 回数 

保護犬 譲渡会 

保護団体等が引き取り、医療を施した保護犬を家庭犬と

して新しい飼い主に繋ぐための機会を提供する。１回は

ドッグフェスタと同時に開催する。 

 
4月 

1月 
2 

本牧の風コンサート 
本牧市民吹奏楽団と共催で、初夏の公園でコンサートを

行う。(100名程度) 
 5月 1 

本牧ライトアップ 

プロジェクト 

市民協働事業で、お馬流しの挙行に合わせ、参加者が

作ったペットボトルランタンで本牧神社へ向かう階段や

主園路を照らす。(ランタン約 1,000個) 

 8月 1 

本牧かぼちゃ祭り 

市民協働事業で、スタンプラリーの終点として参加す

る。仮装して本牧の町の施設を巡りながらスタンプを 

集める。(800 名程度) 

 10月 1 

中区ブックフェスタ 
地域連携事業で、本に絡んだ様々な事業を中区内の企業

や団体が開催する。(20名程度) 
 10～11月 1 

ジャズコンサート 
本牧地区センターとの共催事業、ジャズ愛好家等で結成

されたジャズバンドによる演奏会を行う。(300名程度) 
 10～11月 1 

中区保育園駅伝大会 
地域協働事業で、中区の保育園が観山広場に集まり、 

子ども駅伝を通じて交流を図る。(200名程度) 
 11月 1 

ドッグフェスタ 

ゲームや体験を通して犬のマナーやしつけ、災害時の 

対応について学ぶほか、タイムレースや犬に関する 

グッズの販売を行う。 (1,000 名程度) 

 1月 1 

キャンドルナイト 
本牧市民吹奏楽団と共催で、キャンドル等を灯し、クリ

スマスコンサートを行う。(100 名程度) 
 12月 1 

本牧山頂公園 

クリーンアップラリー 

地域協働事業で、近隣の学校区からゴミを拾いながら 

山頂公園のレストハウス前で集合する。(200名程度) 
 ３月 1 

青空絵本の部屋 
自然の中で絵本を読み聞かせることにより、情操教育を

実施する。(各回 10名程度) 
 通年 12 

山頂の森の自然を知ろ

う 

公園の踏査を行い、HP・資料室・野外解説看板で発信す

る。開花状況の記録、園内解説板の充実を図る。 
 通年 随時 

野草を学ぶ、自然遊

び、生きもの観察会等 

自然環境を残した里山エリアで、公園愛護会と協働で、

里山の特徴を生かした事業を展開する。 
 通年 随時 
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横浜花博 応援イベン

ト 

横浜で開催される国際イベントを公園の花壇整備等を通

じて機運の醸成を図る。 
◯ 通年 随時 

有料事業実施計画一覧（自主事業含む）  

事業名 内容（募集人数・一人当たりの参加費） 新

規 

実施時

期 

回

数 

自主事業予算額 

総経費 収入 

チョウの不

思議を知ろ

う 

公園愛護会・地区センターと共催事業。公

園を散策しながら、四季の見どころを解説

しながら、チョウを対象に身近な生物多様

性の保全を体験する。座学・植栽・モニタ

リングを兼ねた観察会を実施。 

(10組・＠500 円(3回分)) 

 

4月, 

6月, 

10月 

3 5,000円 5,000円 

レジンアク

セサリー作

りイベント 

こどもを主な対象に可愛い小さなパーツを

使ったアクセサリー作りを行う。 

(20名・＠500 円) 

 
5月 

10月 
2 6,000円 20,000円 

アロマイベ

ント 

アロマエッセンシャルオイルとハーブを生

かし、様々なワークショップを開催する。

(10人/回・＠500～1,000円) 

 

5, 

10,12,

3月 

4 30,000円 40,000円 

森林ヨガ 

地区センターとの共催事業。観山広場で 

ヨガを実施し、心身の健康増進を図る。 

(10人・＠500 円) 

 
5月, 

10月 
2 10,000円 10,000円 

さつま芋 

作り体験 

公園で栽培したさつま芋の収穫体験を行

う。(収穫のみ：8組・＠1,000円) 
 11月 1 5,000円 8,000円 

青果関連 

イベント 

メロンや種なしピーマンなどを中心に試食

や販売等を行う。 
 7,9月 2 150,000円 170,000円 

わ く わ く

ファミリー

キャンプ 

キャンプのできる広場で 1泊キャンプを 

一般対象に実施する。(10 組・＠2,000円) 
 ９月 1 20,000円 20,000円 

焼き芋体験 

地区センター・キャンプのできる広場運営

委員会との共催事業。園内の落葉を利用し

て焼き芋を焼く。(50 組・＠500円) 

 11月 1 25,000円 25,000円 

ナチュラル 

リース作り 

公園内の植物素材等を用いてクリスマス 

リースを作る。(10人・＠ 1,000円) 
 12月 1 1,000円 10,000円 

ノルディッ

クウォーキ

ング 

ストックを使って園路を歩き、健康増進を 

図る。(10 人・＠500円) 
 通年 10 50,000円 50,000円 

見晴らし 

カフェ 

園内案内機能も有したカフェを運営するこ

とで公園全体活性化を図る。 
 通年 360 8,500,000 8,500,000 
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自動販売機 
来園者へ飲料等を提供し、サービスの向上

を図る。 
 通年 365     0 1,500,000 

                                   
（事業計画書様式６） 
業務の第三者委託一覧 

業務 内容 委託会社 年回数 実施月 備考 
キャンプのできる広

場運営委託 

キャンプ広場利用者の

対応 

キャンプのできる

広場運営委員会 

70回 

雨天中止あり 

4 月～11

月、3月 

 

ドッグラン運営委託 ドッグランの運営、 

利用者対応 

㈱ミリオンペット 

 

150回 

雨天中止あり 

通年 

 

 

 

植栽管理委託 

 

法面の草刈、高木剪定 

枯木の処理 

エグゼ 

プランティング㈱ 

随時 随時  

植栽管理委託 草刈、高木剪定、伐採 草源株式会社 随時 随時  

植栽管理委託 高木剪定 

枯木の処理 

植 弘 随時 随時  

電気設備修理委託 園内灯、電気設備の点

検、保守 

(株)平岡電気工事 随時 随時  

土木工事 園路修繕、補修 ㈱齋藤土木 随時 随時  

電気設備点検保守委

託 

高圧受電保守点検業務 関東電気保安協会 12回 毎月  

コールセンター委託 

機械警備委託 

夜間、年末年始、緊急

時等の対応 

京浜警備保障㈱ 随時 通年  

施設清掃委託 トイレ、施設の清掃 清光社㈱ 361回 通年  

放送設備点検委託 アンプ・スピーカーの

点検 

㈱エムテックメ

ディアジャパン 

1 2月  

遊戯施設点検委託 遊戯施設の精密点検 ㈱杉山製作所 1 9月  

空調設備点検委託 ガスヒーポン点検 東京ガス㈱ 1 2月  

一般廃棄物、産業廃

棄物運搬・処分委託 

施設内一般廃棄物、産

業廃棄物の運搬・処分 

㈱グーン 随時 随時  

 
 
（事業計画書様式７） 
 

収支予算書                                  （単位：円） 
科目 当初予算額 

(A) 
補正額 
(B) 

予算現額 
(C=A+B) 

決算額(D) 差引 
(C-D) 

説明 
 収入の部 

指定管理料 56,852,382 0 56,852,382    
利用料金収入 2,500,000 0 2,500,000    
指定管理事業収入 400,000 0 400,000   キャンプ場 
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雑入 0 0 0    
その他雑入 0 0 0    
収入合計（a） 59,752,382 0 59,752,382    

 
科目 当初予算額 

(A) 
補正額 
(B) 

予算現額 
(C=A+B) 決算額(D) 差引 

(C-D) 説明 
支出の部 
人件費 30,413,200 0 30,413,200    

 

給与・賃金 25,200,000 0 25,200,000    
社会保険料 3,553,200 0 3,553,200    
通勤手当 1,310,000 0 1,310,000    
福利厚生費 350,000 0 350,000    

事務費 2,545,182 0 2,545,182    

 

旅費 250,000 0 250,000    
消耗品費 445,182 0 445,182    
会議賄い費 20,000 0 20,000    
印刷製本費 130,000 0 130,000    
通信運搬費 300,000 0 300,000    
使用料及び賃借料 70,000 0 70,000    

 
(横浜市への支払い分） 0 0 0    
(その他） 0 0 0    

備品購入費 350,000 0 350,000    
保険料 270,000 0 270,000    
振込手数料 10,000 0 10,000    
リース料 300,000 0 300,000    
手数料 200,000 0 200,000    
その他事務費 200,000 0 200,000    

事業費 1,600,000 0 1,600,000    
 指定管理事業費 1,600,000 0 1,600,000   キャンプ場 

管理費 24,230,000 0 24,230,000    

 

光熱水費合計 4,050,000 0 4,050,000    

 
光熱水費（電気） 2,000,000 0 2,000,000    
光熱水費（ガス） 850,000 0 850,000    
光熱水費（水道） 1,200,000 0 1,200,000    

清掃費 3,300,000 0 3,300,000    
修繕費 3,250,000 0 3,250,000    
機械警備費 130,000 0 130,000    
公園及び公園施設設備保全費 13,500,000 0 13,500,000    

 
施設（建物）・設備保守 450,000 0 450,000    
園地管理費 13,000,000 0 13,000,000    
その他保全費 50,000 0 50,000    

公租公課 20,000 0 20,000    
 公租公課（事業所税） 0 0 0    
 公租公課（消費税） 0 0 0    
 その他公租公課 20,000 0 20,000    
事務経費（本部分） 2,200,000 0 2,200,000    
雑費 500,000 0 500,000    
支出合計（ｂ） 61,508,382  61.508,382    
差引（ａ―ｂ） 61,508,382   61,508,382    

（参考）指定管理事業外の収支 
自主事業収入合計（ｃ） 10,358,000 0 10,358,000   有料事業収入 
自主事業支出合計（ｄ） 8,802,000  8,802,000    
 自主事業費 8,552,016 0 8,552,016   有料事業経費 

各種使用料 249,984  249,984   売店使用料 
差引（ｃ－ｄ）       

 
設置管理許可収入合計（e） 8,600,000 0 8,600,000    
設置管理許可支出合計（f） 6,100,000 0 6,100,000    
差引（ｃ－f） 2,500,000 0 2,500,000    
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今年度の収支計画 
・ドッグランにウッドチップを敷設することにより、コンディションの悪化による中止を減ら

し、収入の増加を図ります。 
・研修等により職員の植物管理、施設管理に関する知識、技術を高め、直営で実施する作業の範

囲を広げることにより、経費節減を図ります。 
・当団体が取り扱う園芸資材、花苗、種子等を利用し、購入費の削減を図ります。 

 
（事業計画書様式８） 
 運営目標 

項  目 取組み内容及び具体的な数値目標 
業務運営１ 
（様式２：運営業務の実施計画・取

組） 

「地域の歴史や風習、文化、自然の保全」 
・地域協働事業の継続 5 件 
①本牧ライトアッププロジェクト、②本牧かぼちゃ

まつり、③中区ブックフェスタ、④クリーンアップ

ラリー、⑤チョウの不思議を知ろう、 
・自然、文化の担い手の育成 
・愛護会活動の支援 随時 
・環境学習・体験イベント 6 回 

業務運営２ 
（様式２：管理運営体制、人員の配置

と研修計画） 

・計画した人員配置 

・計画した研修の実施 年 7回 

業務運営３ 
（様式３：利用者サービスの 
向上・利用促進策） 

・レストハウスの活性化（イベント）と深耕 
・Bee プロジェクトの展開 イベント実施 2 回 
・チョウの吸蜜植物、食草による花壇の創出 
・ミツバチの蜜源植物による花畑の創出 

業務運営４ 
（様式３：広報・プロモーションの取

組） 

・レストハウスでの開花情報等の発信 10 件 
・園内解説板の設置 5 件 
・HP の公園だよりの更新 12 回 
・SNS の更新 12 回 

業務運営５ 
（様式３：市民協働、市民主体の活動

の支援、地域人材育成） 

・本牧山頂公園クリーンアップラリーの開催 
・本牧ライトアッププロジェクトの開催 
・公園愛護会の活動支援 
・近隣小学校の校外学習の受け入れ 

業務運営６ 
 (様式 3 ： 地域課題を踏まえた事業

提案・地域活性化への貢献) 

・本牧山頂公園クリーンアップラリーの開催  
・本牧ライトアッププロジェクトの開催 
・本牧かぼちゃまつりの開催 
・本牧の風コンサート・キャンドルナイトの開催 
・焼き芋大会の開催 
・近隣小学校への学習支援 
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業務運営 7 
（様式３：本市の重要施策を踏まえた

取組・環境への配慮） 

・ウッドチップの利用 2 回/４ｔ 
・生物多様性の保全体験イベントの実施 
・電動機具の使用、バッテリーの劣化対策実施 
・チョウのための植物植栽 随時 
・農の体験イベント実施 
・市内業者への優先発注 
・使用しない場所の照明・空調・コンセントの停止 
・空調を推奨温度に設定 

業務運営 8 
（様式４：公園の魅力を高める施設保

全・管理） 

・レストハウスの適切な管理 
・施設、遊具の点検、修繕の実施 
・トイレ点検、修繕の実施 

業務運営 9 
（様式４：施設（建物等）、設備の維

持管理、修繕計画） 

・維持管理水準書、施設点検マニュアルに則った法定

点検の実施 
・修繕計画の実施 

業務運営 10 
（様式４：樹木、植栽等の管理） 

・主要な広場の草刈 水準書以上 
・主要樹木の施肥 ハナミズキ、ヨコハマヒザクラ、

ベニシダレザクラ 
業務運営 11 
（様式４：巡視・清掃） 

・巡視による植栽、施設点検、 
ゴミの回収 1 日 2 回、360 日 

・台風、大雨警報発令時等の特別巡視 随時 
・トイレ清掃 水準書以上 
・園路清掃 随時 

収支 
（様式７：収入確保、経費節減策） 

・直営による経費節減 
・当団体製品による経費節減 
・節電による電気料金削減 

 


